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５ 今後の進め方 

（１）

１．社会情勢や経済情勢を充分勘案した上で事業の推進を図るものとする。 

２．施設の老朽化に対応した整備を進める。 

３．市民、来園者のニーズが高いサービス施設の整備や、バリアフリー化を図る。 

４．整備に伴って発生する維持管理費の抑制も視野に入れる。 

５．原則として、開園しながら整備を進める。 

これらに重点をおいた整備を進めていく。 

 

（２） 体事業費 

基本計画で定めた動植物園の再生及び東山の森づくりに要する総事業費は、他都市

の事例などを参考に算出すると、約 350 億円と想定している。 

 

（３） 間目標入園者数 

年間目標入園者数については、園内における安全性・快適性を前提に、①平準化対

策による閑散期対応、②リピーターの増大策、③植物園の入園者増加策、④広域にお

ける観光対策、等といった観点で過去最高入園者数（Ｓ44、339 万人）を超える 350

万人となるよう最大限努力していく。 

 

（４）

ア 動

この基本計画においては、整備期間については平成 48 年度（100 周年）までの約

ゾーンやエリア毎に整備していくこととする。 

ま

る。整備が長期間にわたることから 5 年毎の事業実施に当たっては「再生」を強く

アピールし、観光の柱としていくような展開にも心掛ける。 

（ア について 

に感動を与えるアジアゾーンの一部（アジアゾ

の展開を図る。 

クリエーション空間を創出する。そのため、展示施設、供給処理などの設備、

フードコートやレストランなどの営業施設やトイレや休憩所などの便益施設、

園路、教養施設、サイン、樹木や水辺などの修景など来園者サービスの向上

に係る施設の整備を順次進める。 

まれてきた施設が多く現存しており、これらの施設の保全・活用策を詳細に

検討するとともに、温室や正門については着手する。 

 整備方針 

全

年

 整備スケジュール 

植物園の整備スケジュール 

25 年間を想定しており、原則として

た、事業の遂行にあたっては、概ね 5 年毎に事業計画の見直しを行うものとす

 

） 平成 22 年度より当初 5年間

・当園の歴史を踏まえ、来園者

ウエリア）

・市民により一層楽しんでいただくために、安全、安心、快適な緑地環境やレ

・重要文化財温室や正門、噴水など歴史文化的価値が高く、また、市民に親し
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年度以降 

どを勘案して、順次、その他の展示ゾーン、園路などの施設整備を進

験学習への活用、生

協働により、耕作や樹林の手入れ、

くらしの森のうち、なごやの里エリアについては、平成 22 年 10 月開催のＣＯＰ

スカーション候補地として、現地の自然資源を生かした必要最小限

整備スケジュール表】 

 

（イ） 平成 27

・動物の移動、完成ゾーンとの連続性、既存施設の老朽化の状況、来園者の利

便性な

める。 

 

イ 東山の森づくりスケジュール 

東山の森づくりは、里山環境の再生を通して、環境学習や体

物の生息空間の保全や再生を図るため、市民との

湿地の保全作業など持続的に取り組む。 

10 におけるエク

の基盤整備を行い、供用を目指す。 

 

【
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６ 周辺地区の活性化、まちづくり 

（１） 基本

動植物園の再生を核として、

よる園の魅力向上により来園者増を実現し、

客力の向上は、周辺地区への波及効果も期待でき

るた

 

（２）

恵

り、

ぎ

動植物園へのアプローチ部では、千種図書館の動向も見ながらにぎわいを創出し、

東 の連携を進め、一体感のあるおもてなしの演出や、協賛

イベントの開催、ボランティアの組織化などを通じて活性化を図る。特に、地下鉄星

ヶ丘駅から植物園への出入口である星が丘門及び、その周辺地区の活性化や、にぎわ

いの創出については、門の名称や星ヶ丘駅内のアナウンスなどの変更も含めて対応し

ていく。 

今後、地元の学区、商店街、町内会などと協議し、ご意見をいただきながら、具体

的な検討を進める。 

 

東山公園駅周辺のイメージ 

星が丘門周辺のイメージ 

的な考え方 

「市民」と「行政」の協働を図るとともに、再整備に

動植物園及び東山の森と周辺地区の相乗

効果による活性化を図っていく。集

め、副次的な経済効果も生まれるような展開を図る。 

 展開のイメージ 

まれた立地条件、公共交通事情を活かして、地下鉄各駅からの来園者増を図った

近隣の学校との連携を強化するなどして、地域との密着、活性化をすすめて、に

わいの創出をしていく。 

山地区、星が丘地区などと


